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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、低密度リポタンパク質受容体ファミリーに属するタンパク質をコードしています。コードされているプレプロタンパク質は、フーリンによってタンパク質分解され、成熟受容体（PMID: 8546712）を形成する515 kDaおよび85 kDaのサブユニットを生成します。この受容体は、細胞内シグナル伝達、脂質恒常性、アポトーシス細胞の除去など、いくつかの細胞プロセスに関与しています。さらに、コードされているタンパク質は、分泌型アミロイド前駆体タンパク質およびアルツハイマー病患者にみられるアミロイドプラークの主成分であるβアミロイドの、α2マクログロブリンを介した除去に不可欠です。この遺伝子の発現は加齢とともに低下し、アルツハイマー病患者の脳組織では対照群よりも低いことが分かっています。[RefSeq提供、2015年10月]、機能：アポトーシス細胞のエンドサイトーシスおよび貪食に関与するエンドサイトーシス受容体。初期胚発生に必要。細胞脂質の恒常性維持に関与。カイロミクロンレムナントおよび活性化LRPAP1（α2-マクログロブリン）の血漿クリアランス、ならびにプラスミノーゲン活性化因子とその内因性阻害因子との複合体の局所代謝に関与。APP代謝、キナーゼ依存性細胞内シグナル伝達、神経カルシウムシグナル伝達、神経伝達などの細胞イベントを調節する可能性がある。,PTM：85 kDaの膜貫通サブユニット（LRP-85）と、非共有結合したままの515 kDaの大きな細胞外ドメイン（LRP-515）に切断される。LRP-85はγ-セクレターゼ依存性に切断され、細胞内ドメインを膜から遊離させる。,PTM：セリンおよびスレオニン残基がリン酸化される。,PTM：PDGF刺激によりチロシン残基がリン酸化される。チロシンリン酸化はSHC1との相互作用を促進する。,PTM:N末端はブロックされている。,類似性:LDLRファミリーに属する。,類似性:22個のEGF様ドメインを含む。,類似性:31個のLDL受容体クラスAドメインを含む。,類似性:34個のLDL受容体クラスBリピートを含む。,細胞内局在:切断後、細胞内ドメイン（LRPICD）は細胞質と核の両方に検出される。,サブユニット:85kDaの膜結合カルボキシルサブユニットと非共有結合した515kDaのアミノ末端サブユニットからなるヘテロ二量体。細胞内ドメインはMAFBと相互作用する（類似性による）。PID1/PCLI1、LRP1、およびCUBNIとの複合体中に見られる。 SNX17、PID1/PCLI1、PDGF、CUBNと相互作用する。細胞内ドメインはSHC1、GULP1、DAB1と相互作用する。LRPAP1と相互作用する。,組織特異性：肝臓、脳、肺に最も多く存在する。,
	研究分野
	アルツハイマー病;
	画像データ
	

	CD91抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	CD91 抗体を使用した HUVEC 細胞溶解物のウエスタンブロット分析。

